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2010年度国際交流
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事業紹介

外国人のための日本語講座
開講(4/8-翌3/13)

一‘‘ 

〆〆

a‘、 一、一、

在住外国人が年々m加する中、閲描17年自在迎え、

ますます需要の高まっている本田i座.今年度は、10
力国51人の升国人が畳刺しました。協金ボランティ

ア制師のi旨専のもと、呂い日も寒い日も教室に通って

削心に宇んでいるうちに、応初は全く日本g~が話せな

がった人も日常会話ができるように芯口 「もっとも

っと日本陸が上手に草りたい」とがんばっています。

また、立には七夕まつりを開催し.歌や盆踊りを楽し

んだり、害にはフリスマスパーティーでヲラスを越え

て親躍を深めました.また、新奇に参加した茶会臼席

では 作法を丁寧に教えてもらい.日本文化を肌で感

じることができました.儲鹿足終回では日本語のスピ

チで年の成果を発表しました.

5H 語学講座開講(5/11-9/3)

平成12年度よ

り始まった協会

主舵の題字問座。

今年度は.やり

直し初級英会話、

中級英会路 初

級中国語の3詰

座を閲凱しまし

た.この間座を

きっt.l'11に自主

クル ブを結成し、 15回の前座終了後も多くの受講生が宇習を継

続しています.

ふれあいティータイム(日/5)
市内近郊在住￠外国!=;'里吉田~

人をお侶告し出身国

の路をしていただくふ

判あいティ タイム.

今年は力ナ引出身のロ

j(ートさんをゲストス

ピー力におIBきして、

力ナずの生活文化草

どを 100枚以よのス

ライ ド写真を用いて紹介していただ舌ました。

替却l者にはカナタに関するヲイズに1Jt$~してもらったり‘ 質問

コーナーでは力ナタの伝統料理や雷認生，舌に関する質問が出る

主主ど、奨文化在学びながら交流を楽しみました.

ふれあい国際料理講座 la， 11 
(10/24・31、i'l'77)'- 1.υ月 1.1.月
今年度l芯、ガナ、台湾、ブラジル料理に挑戦しました.日本料理

とは異草った院つけや調理方法に、毎回新鮮草舵きがありました.会

直中に岳部師の方がらその国の文化や家庭生活耳ど続々拡話を聞くこ

とができ、料理を通じた身近革国際交流在日程しむ機会となりました。

多めにでをた料理は持ち帰り、その味在家庭でも楽しまれたようですe

ooe今回作ったメニューがうの出題です.伺問解けるか怒っ

①ガーナ判理で作ったピーンズケーキにI~ひよこEを使用しましたが 本
来ガーナで位黒田E在使悶します.その見た目白、白日本語では別名何と呼
lまれているでしょうがっ

②台湾1'1理「害瓜品JI~. ホタテやしいたけ、古車ハムか己古汁をとった
宰川町スープですが台耳では主にどん忽時に続四われる料理でしょうかつ
③ブラジん料理 fヴァタパー」と1<1 野聾や問をココナッツミルクと一括
に鍛込んだものを己飯に岱けて白ベる料理ですが、ある註叫を加えること
によって鮮やb、芯間色に怒ります.モ由世材とはつ

'苔え拡3ベジ下

(尊重 l

4月外国人のための日本語講座開請(主40回) 10月国際協力セミナー

5用語学関座3駒座開講(告15回コース) 10月ふれあい国際料理講座

B月ふれあいティータイム 1月日本語教育ボランティア養成講座
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10fJ 国際協力セミナー
(10/3.17) 

第 1 回目I~NPO法人でフィりピンの

貧しい子どもたちに支援を行っている

団体第2回目I~国際協力段構(JICA)で

青年海外協力隊としてカンボジアで活

服された方の体験肢を通じて、 「身近

革国際協力」について考えるセミナー

を開催しました.訪れる機会の少芯い

発展途上国の実情に、考えさせられる

ことの多い口盟主主語を聞くことができ

ました.

2)'1 
日本語教育ボランティア養成講座
(2/5.12・1日 2日、 3/5・12.19) 

外国人に日本語を教える指む者を袈成する本目的座.今年度も定員の30名を上回

るE品》がありました。 この描座でI~. 受身で論授を聴くだけでl芯左手く、クル ブ

に分白、れ同国人に生徒役で書加してもらい模擬授築を行う在ど 実践的で密度の

濃いj聖築が展開さnました白制座在修了した受抗生の吾くl季、協会主催の日本語

読座やフライベ トレッスンでボランディア詐占市として活躍されています。

参加者の声
・日本語こ対する難しo::1"他!'!Uiとの

遣いおと、いろいろ日発売が高りまし

た。

.基礎かう丁寧に曹えていた疋吉、時

巴国ユーモア在買えた間諮問大豆よか

ったです。

・日本語学包省。間違いやすいホイン

トの紹介や例か書く、丹市りやすい腕

誌でした.

・"'ランティアに事加して、日本題を

必聾としてい号外国人のた酌に世にE

てたらと患います。

戸ぃ一…叩Si7::>:/)[;;pfーと…

タ二~さん

ー材 料 一

.恕むね崎 1 l主

-たまねぎ 1個

.赤ピーマン 1個

-トマト 1個

-にんにく 5b刈フ
・ココナッツミルク 20QmQ 
.刀ロテノhil寸レイン(デンデオイ川 50mQ 

・しようが 1個

・垣 大古L;1/2 

・こしょう 少々

・タパスコ 大さじ1

.マンジョ力芋の柏 適宜

.絹E野菜 彩り用

直
可司

-置E・
。 米在洗って、炊いておく。

@ 抱むね肉をゆで、小さく裂く。ゆで汁は置いておく。

@ ミキサに赤ピマン、トマト、にんにく ココナッツミルフカロチー

ノスバオレイン、しょうが塩 こしょうを入れて混ぜる。@のゆで汁

を過理加える。

。@と@をを鍋に入れ、間っくりとb、苦混ぜ草がう約2日分中火で煮込む。

@ マンジヨ 力芋の粉を好みの白、たさに耳るまで入れて混ぜる。お好みでタ

パスコを入れる。 I
0己飯にがけてできあがり。 I
勾マンジヨ 力芋の粉のft周として、 小麦粉在水で湾いたものでもてミきます。 I

韮え①パンダ畳②結婚式主主どの盟主 ③パ ム泌
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2010年度国際交涜

交流事業紹介

4月 ワイタケレ市学生海外派遣団来訪
(4/11-4/19) 

姉妹都市の二ユ ジランドがら引率者2名と学生10名

が加古川市在訪剖し、ホ ムステイをしました。滞在中は、

.館林寺や姫路械を見学したり 座禅や茶辺体駿をするなど

日本の伝統文化に触れました。また 山手中学校を訪問し

生徒たちと一緒にお弁当を食べたり、 主術の崎聞には道訟

を作りました。帰国前日のさよ芯5パーティーでは、日本

語でホストファミリ への手紙を読みたくさんの思い出

とともに帰国しました。

6月

ー・・ー.. . .' 

加古川市制印周年記念訪問団
来訪(白/17-日/21) 

加古川市制IJ60周年記念式典に参加昔るために、姉妹都

。市ブラジルマリンガ市からフロールヅアルテ市文化

局長在吉む22名の訪問団と 二斗 ジーランドワイタ

ケレ市がらポブ ハーヴエイ市長を含む7名の訪問団が

果加されました。

ー..噌・..ーー

6J'J 加古川市制印周年記念
姉妹都市紹介写真展
(6/14-6/27) 

加古川市が市政6口周年を迎えることを記念し、イオン加

。古川|居2陪K.8.oギャラリーにおいて、加古川市の姉妹都市

であるブラジル マリンガ市とニュ ジーランドワイタ

ケレ市在パネル写只で紹介しました。

8月 第四回加古川市中学生
j留外派遣(日/5-16)

市内告中学校を代表して 10名の派遣生が今年も姉抹

都市ニュージーランドワイタケレ市在訪問しました。今

年I~ . ワイタケレ市がオ クランド市に合併される前¢足

後の;fitiLl:と草り苦した。到古田 広島原爆の自の記守式典

に1m侍され、昨年加古川市から富贈さnた「平和の組を

明らし犠牲者に黙祷を跨げました。滞在中1<1ホ ムステ

イやさまざまな体験在通じて 15百也の人と融れ古い心在通

わt主ることがで舌 帰国時には 回りも二回りも成長した

ようです。この民mな体験と感動を忘れ9'.国際交百活動

の若きリーダーとして、地域社会で品蹴してくnるととで

しょう。



第19回加古川市青年海外派遣
(白/5-15)

市内の青茸を姉妹都市のブラジlレ マリンガ市へ派出す

るこの事業。 今年1<1:4名の宵年が参加しました。飛行機在

東口継吉約30時間力、けて姉賦都市マリンガ市に到加。

4日悶のホムステイの岡市長表/J!I.訪問や大学 日本官

学校芯ど続 I々;J施設を訪唱し、マリンガ市の方と交流在深

め、話陪らしい思い出在作ることができました。その後

イクアスの滝やリオデジャネイロ市内等を見学し アメリ

力二ユヨ ?を経由して帰国しました。

8n : bJ マリンガ市青年海外派遣団来訪
(1/20-24) 

亀岡三Jレト二団長ほか2名の引率者と日名の宵年が果

日し、 加古川市に;iil在しました。青年達は、かつて加

古川市白、己マUンガ市に派遣された百年の家庭等にホ

ームステイし 4日悶という短し1期間でしたが 交流を

深めることができました。滞在中1<1:鶴林寺や市内の施

設を見学したり茶道を体験したりして日本の文化を学

びたくさ八m思し閣とともに帰国しました。

-
吋
/
臼

8i'J 賛助会員ツアー(日/27-日/2)

今回1<1:25名の方白、多加し、ロシアを訪問しました。

モスクワ市内ではフレムリン耳と歴史ある建造物のあ .

る街並みを観光匂サンフトベテルブJレクでは、世界三

大美術館のひとつであるエルミタージユ美術館在見学

し見聞を広めました。

第四回加古川市障がい者
海外派遣
(2/3-10) 

今年はB名の派出生と医師をさむ引率日名が 二ュ ジ

ランドオ一フランド市へ派遣されまレた.事前研修で1<1:=

ユ ジランドのことやテフルマナー在学習し英会話や

口い物の練習にも取り組みました。出発の当日は加古川市

教育長や学校の先生方に見送ってもうい、いさニュージーラ

ンドへ旅立ちました。現地では、事前研修で学んだことを活

がし、オークランド市表敬訪問車馬ヨットセイリンク在

どたくさんのプログラムl日比戦し苦した。初めて体自主するこ

とが多く、とても刺激的芯日々でした。また現地の人 は々

とても慢しく迎えてくれ充実したBB聞を過ごしました。

5 
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障がい者海外i応遣事業l革、 平成4年加古川市国際交流協会発足と同時に始まりました。

平成4年度 (第1回)は、障がいを持つ一般成人を台湾の台北市と高雄市に、 平成5年度(第2回)白、

うは障害をもっ中学3年生をオーストラリアのj(ースに、また、平成5年度 (第3回)かうは姉妹都市で

あったニュージーランドのワイタケレ市に派遣しています。 0:-守ーー-ー一

平成22年度までの19年間で 約300名の団員が，胃外でのさ

まざま芯体験を通じ交流を深めました。

『目的』
障がいをもっ中学3年生が、海外での体験を通じ、 国博』甘視野在広白、

また、家族と遠く陵れた海外での活動在通し、自立へのー害者踏み出

すことを目的としています。

『内容』
@事前研修
外国の人たちに英語であいさつなどができるよう 英

会話の練習をしています。また、自分で口い物ができる

よう 実際にニュージーランドのお金巷使って口い物の

練習をしています。さらに、自分で宿替え、 荷物在盤i里
する練習や派辿生同士の親睦をはかるための宿泊訓練も

行っています。

@派遣研修
オ フランド市役所の議員の協力により、今までに経

験したことのない新た芯活動にチャレンジしています。

市役所への表敏訪問では、英語であいさつしたり、

事前研修で練習した散を歌います。

オ フランド|明知館ではニュージ ランドの歴史や文化

自然などを学びます.

自然と触れ合うプログラムでは、ヨ ットセイリングや

乗馬など海や山の自然をj満喫します。

日程の後半にはロトルアに移動し先住民であるマオリ

族の歴史や文化を体感します。

@事後研修
派泣生には研修の感想在、また保護者には研修後の派

治生の犠子や変化を話してもらう事後研修在行っています。

『今後』
平成4年に姉妹都市淀燃の調印在行って以来、さまざ

苦な分野で積極的に交流在続けて苦たワイヲケレ市が、

平成22年11月に隣市のオ クランド市と合併しました。

そのため、今後もこれまでと同線、障がい者海舛源辺事

業在存続できるか懸念されています。

そん芯中、平成23年2月に鈍19回障がい者，司外派遣

団がオ フランド市を訪問しました。派遣団員は、オー

フランド市役所を訪問し、 加古川市がオ フランド市と

姉妹都市提携できるよう栂本市長からの手紙を履けてき

ました。



~在住外国人紹介のページ~

問餓悠
今回はスイスサンクト ガレン出身の男性

にお話をうかがいます。

cl呂田汁をお願いします.

IIG巾eZl払の名前はSiJvanStrubi スィルパンシユ卜

ルピです.スイス出身です.2010年目月に来日しました.

聾のやすこと忠子のれおんとともに土山に住んでいます.

よろしくお願いします l

Q加古川市の印血l去っ
局加古川市は師会的芯地域と郊外的広地出と両方ありまヨ.

そして、山へ行くにも海へ行くにもそれ!まど週くありま

せん.

cl日;捕はどのようにして見えましたかっ

局現在‘加古川市国防究涜協会の「外国人のための日本語

講座Jに診加しています.クラスでは日本語の指却に期

締した規切忽間師の方々が B本陸を一つ一つ沼;1;1ζ習

得できるよう丁再認に教えてくれています.また、フライ

ベ トレッスンではボランティア鍋鍋のまゆみさんに

軍庭でl志聾や設理の百母さんに日本語を教わっています.

お世話{こ芯っているみ右手古ん.ありがとうございます '

cl加古川市で生活する中で困ったことはありますか?

月加古川市で生活するには曹認の壁1.特に感じませんが、

日本の社会主体として1.外国人を畳口入れる体制怯まだ

不十分だと思います.日本が島固として何百年もの間孤

立してきたことが臨留していると思います.しかし、困

臨草ことわー唱ればいつも私の裂が助11てくれます.また、

亜の軍院や加古川市に住む1日切主主人々のお伽げで、私の

日本での生，由.すい!3ifu器に怒りました.

cl加古川市で生J置する中で裂しいことはどん忽ことですかっ

岬私の住んでいる地域は利匝性がよく気に入っていますa

加古川に住んで特によかったと思うこと位、家賃びそれ

I~ど高くないことです.今一府軍に住んでいますが も

し大阪に住んでいたう同じ童額で、小さ芯アパ トにし

か住むこと1.で苦芯かったでしょう.

cl今向か夢中に怒っていることはありますかっ

111月に生まれたばかりの思子に醇中です.

それに 10年以上策監の制師をしている聾と 絡に句英

会話の教室を拍抽たので忙しくしていま9.
また私1.スイスで元々ウエブデザイナ として働いて

いましたので、限近日本でもこの仕草t在地的ました.t士
務はとてもおもしろいですし、日本人がどのように仕耶

をするのb、 日本町職場の1専問気はどうかはどを見るい

い閥会です.一つだけマイナス面を宮えば、大阪まで通

スィルパンシュトルピさんとと家篠

動にf~田で2時間即断ることです.し伊しこれも次沼に

甘1れてくるでしょう.

cl週末はどのように過ごしていますかっ

月間間がある時l率、 近所の大中薗師の近くで行口れている

お茶室に行ったり.公囚に散歩に行くの汀好きで9.

clスイスの紹介をお願いします.

8日本のみZよさんにお馴染みのものと言え1<1'ハイジ ピ

ーターマッターホルン[アルプス山院の部)、ユン

クフラつ(アルプス山脈の副町 、デ一文、チョコレート、

銀行時計怒とでしょう.世界でも有名芯コ ヒメ

力 のNestle(ネスレ) や医~呂田Nova代 is (ノパルテ

ィス)もスイスの会社です.

また、政治について、スイスは国民の函住民主制を閉め

る~少主主い聞のひとつです.図民が毘鴻し、 国聞こよる

J量娯で弘たちは自由になんでも，虫めるとと白、できるのです.

cl田すすめのスイス判理はつ

，4 oJ1(J.古んがよく知っているスイス料理陪チーヌ70<ンデ

ユでしょうが、チーズを獲しむ料理草ら 選b、したチ-

Zをじゃ力札、もやピクルスと 絡に白ベる rRaclett(ラ

クレッ ト)Jもおすすめです.

また 地ビーlレを肱み広がらザンクト ガレンの

rSratwurst (プラットプルスト) =牛のソーセージ」

を暗わうのもいいですね..Appenzeller削penbitter(ア

ッベンツエラ アルペンピッタ)のハブのリキコ

ール1.特に苗すすめです.

clどん忽夢をもっていますかっ

岬軍銭が儲郎で砲やη、1こ自己すことです。

cl加古川市民ヘメッセージを目闘いします.

8そん芯あ世らんでもいいやんか、l

財団法人加古川市国際交流協会の名称が平成23年4月1日より

「公益財団法人加古川市国際交流協会Jに変更に芯ります。

※住所、電話番号は従来どおりです。
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新メンバー募集 国際交流センヲーでは‘さまざまは自主グループが活動しており、下記のグル

ープではメンバーを募集しています。詳細は代表者にお問い合わせください。

il 

: テレホンカード・酋ハガキの回収 I 
使用済みの71)ベイド力一ド(テレフォンカード耳ど)、

古切手 外貨コインを回収しています。ハガキは密告i目
じ芯ど古いものでも結純です。集まったものは日本国際

ボランティアセンタ を通じて東南アジア諸国の復興

に役立てられます.協会まで持童会いただくが、 郵送して

くださし¥.'"さんのと協力をお得百しておDま司。

「 賛助会員募集 E 
協会では毎年国際交流活動や外国人の受け入れ郁革な

ど、苗種事業をと支ll1くださる賢助金負を33渠してい苦

音。会白は事策i'!iの 部として活用させていただをます0

.年金貨 ・申込担
個人 1口 2口口口円 協会事務所市役所

団体 l口 5.000円 案内砿どにあります。

法人 l口 10.0口口円 詳しく国協会主で。

学会員には 指定旅行社の優待削引開l豆、事業主会加!!.(

の割引砿どの特典があります。

(公財)加古川市国際交流協会
TEL 07日-425・1166 

A 応 j

ボランティア募集 E 
協金の事態をお手伝いしてくださるボランティアを募w
しています.

・語字ボランティア

告極x5m事業での通訳‘翻訳

.告極サ ピスボランティア

日恋文化の紹介、問国人への日本語指導芯ど

・ホムステイボランティア

界国人のホ ムステイ受け入門

[ 国際交流センター利用案内 I 
国際交流に閲する金議 研修、催し等への施設の!@供を

しています。

・貸館時間 午前日時がう午後日時まで

(ただし 白隠日は午桂5時まで)

・体館日 毎週月脇田. (ただし、国民の体日等が

月曜日にあたるときはその翌日)

・使用申込 利用希望日の2ヶ月前(体館日の場合は

その翌日)から申込みを受l才付l才ま官。

〒675-0017加古川市野口町良野387-1

FAX 079-425-0200 

協会活動の紹介や参加者募集のお知5せをi昌載したホームベージを公開しています。ぜひと覧ください。

ホームベジアドレス:http://www.city.kakogawa.hyogo.jp/hp/kokusai/index.htm 
8 E-MAIL: kia@city.kakogawa.hyogo.jp 2011'1"JJ括行


